


























































ハ ー ト’ル 50m と の ハ ー ト’ル 50m と の タ イム の 伸 最 初 の 最 後 の
授 業 前 差 授 業 後 差 ．ぴ 境 場
7 乱4 13．5 －4．1 13．1 －3．7 」）．4 2 2
8 9．7 12．8 －3．1 11，2 －1．5 －1．6 2 2
9 8．9 13．7 車4，8 9．6 －0．7 －4．1 2 2
10 8．8 ほ 4 －3．6 11．5 －2．7 －0．8 2 2
11 乱8 13．7 －4．9 13．0 －4．2 －0二7 2 2
12 3，3 11、9 －3．1 10．3 －1．5 －1．6 2 2
13 9．9 13．2 －3．3 12．5 l　 －2．6 －0．7 2 2i
14 11．1 12．1 －1．0 11．9 －0．8 1）．1 2 2i
15 8．9 11．8 －2．9 11．6 －2．7 一0．2 2
l　 2－
18 11．1 14，6 －3．5 13．2 －2．1 －1．5 2 2
17 12．1 14．4 －2．3‾ 12．7 ご0．6 －1．7 2 2
18 9二5 12．7 13．2 12．1 －2．6 －0．6 1　　 1 2
19 10 13．1 －3．1 14．1‾ －4．‾1 1．0 1 2





ハー ト．ル50m との タイムの 伸 最 初 の 最 後 の
授業前 授 業後 差 ぴ 塙 場
t 8．5 10．5 －2．0 9．8 －1．1 4）．9 3 3
2 8．4 9，7
l
－1．3 3．6 －0．2 －1．2 3 3
3 8．1‾ ・10．2 －2．1 9．1
l ＿1．0
－1．1 3 3
4 8．1 10．5 －2．4 9．1l　 －1．0 －1．4 3 3
5 9．7 12．8 －3．1 11，9
！ ▼2．2
－0．9 3 3
6 9．3 13．0 －3．2 12．0 －2．2 －0．9 2 3
7 6．3 10．4 －2．11　　 9．9 －1．6 」15 2 3
8 8．5 10．4 －1．9 10．1
1
－1．6 －0．4 2 3
9 3．5 10．2 －1．7 9．8 －1．3 ・1）．5 12 3
平 均 8．7 10．9 －2．2 10．0 －1．3 －4．9
8．5 12．4 －3．9 12．1 －3．8 －0．3 2 3
［
［　 2 8．6 11．1 －2．5 10．0 －1．4 －1．1 2 、 3
1 3
9，4 10．7 －1．3 10．1 －0．7 1）．6 2 3
4 9．1 10．9 －1．8 10．0 －0．9 －0．9 2 3
5 ．1ぬ 12．4 ．⊥2．2 11．5 －1．3 4）．9 　 2 3
＿　6 8．5 11．5 ・－3．0 10．6 －2．1 、4）．9 ．2
んこ　31





八．－ ト’ル50rnとの ハ ー ト．ル50rn　と タイム
授集前 差 授業後 の差 の伸び
男子平均 9，2 11．7 －2．5 10．9 －1．8 」）．8
女子平均 9．6 14，1 －4．5 12．4 －2．8 －1J＿











































蜘 ・ 綾 由 ヰ 2年 第1回自礪酪
★睨トド肋って試廼鞄塑迅
【第2匝 】
蜘 14 丞 ㊨ ㊥ 卓也
麗ト埠叫 嘩 串呟
・【麗2証ト菟7虹 】
紛畑 ：1 ∴も 5I 再
コーンをバー勒戯揃潤し疋
【第3的 】





元一・醜 2 ．3 6 ；‖ 42翠
封ン健梱り頗○を弘に
【1‾第3陣へ莞7鴎 】
削 1 2 4 7
替地圏こ封二儲腫 伍く應妙
酌強t第4匝】
勤 ． 】 2 2
！●閥 触 犯
l 【剃阻 】




禦撫 1・ つ ．13軍．r
l睦っⅦ氾上乗酬まし1・2・3で
瑠恕櫨 【一第5田 】
劉規 3 2 5
餅ト杓uこつ鮒 腐
【第6旺＝
瑚 1 2 3， 1廊
◎「ト2・3耽j加
【第7醍 】






























































































申 ii 9 26
（51．2，3のリズ
ムで 4



































































































羞　 ‾第 1画 一巨 第 2回 目 第 3回 自 第 4向 日 第 5画 自 第6回 自
1
おんな
女 ▼ 7、3 9．6 1，8 9．3 －0．3 9．‾1 －0．2 8．9 －0．2 、8．9 －0．7
．2 おとこ勇 8．1 9．6 1．5 9．1 －0．5°
く一、－一・一一・一 －0．2 9．1 「Ot5
こここ、ン・こふ、－まニ
3 おとこ
舅 9．0＿ 11．2 2・寧 10．5 」 ）．7 10．4　 －0．1 10．1 －0．3 ぺ ‖ 10．1 ーリ ー
4
おんな







男 ＿ 7．1 9．1 2．0 8．9 －0．2 8．5　 一0．4
乱 套 －0．3 む 「 十0．1 象‾1 ｛1．0
6： おとこ舅 7．3 10．0
：2．7 9．2 ぺ L8 サ 1 ・細 1 †0・4 8．9 ヰ 1
7 °おとこ男
ラ．2 8．2 1．b 3．0 －0．2 7．9 ′－0．1＿ ． ．－－11





イ 0．5 2．3 9．7 1 ）．8 9．5 句 ：2 由．2 一色 3 10．台 9．之 －1．3＿ニー－こ






女 6．2 見 見 10．5 － 9．8 1 ）．7 9．5‾．－0」3 9．4 －0．1
9．i 」）．2 9二2 －1．3－
11 おとこ男 7．8 9．8 2＿．0 9．1 －0．7 9．0 －0．1 8．5 －0．5 85 「l二3
12 おんな女　 ＿
7．料 10．3 2，5 9．9 －0．4 9．8 －0．1
ここ－こ・ニこー－こJ 9．ナ 一〇．4 9．7 4 ）．6
13
おとこ
男 7．3 8．8 1．5 8．6
⊥02 r毎．2－　‾－0．4 8．1 ⊥0．1 凍 句 ．7
、▼ニー・ニー一一′・ここ 　一一・ こ・、－・ニー
14 あんな女 7．0 9．3 2．3 8．9 －OA 8．8 ト 鳳 1 ’8．5 －0．3
8．4 1 ）．1 ．－こ▼、t、＿餌 ′4 ）．9‾
15
おとこ
男 62 10．9 2．7 象 9 －1．0 9．3 」 ）．6
こ‾、‾rこl
寧・3 －1．6
16 おとこ男 7．9 9．7 2．0 寧・5 －0卓
料．4　 －0．1 9‾．寧 や ・1 8月 ヰ 4．・ 8嘉 －0．8
17
おとこ






女 8．0 9．4 1．4
・一こ一 　　一　　　一、－
斗0．4 1料：1
心 辱 申 ㍉ 五 3
19 おんな女 8．4 10．6 2．2 1．0．1 づ ），5
i．6
車0ナ5
ノ ・一一品▼1－ 乱 6 －1・0
20
おんな
女 、 8．4 10．8 寧・4 10．7 －0．1 10．6　 －0．1
i．9
－0；7 9．9 や ．9





男 7．6 9．1 1．3
・ニーこ1・て1こ′－こ・－ 1号．・一° くニーこ一・一
8．9 サ 2 8．9 －0．2
23 おんな女 8．1 10．8 2．7
．一　′1－　－、－1
10．0 －り 10：5 ヰ 寧 10，0 －0．8











8．6 1年 奉 2カ ・や 苧 壷 、－ 1、・．一．エ 1＿如 ヰ 寧 三譲蜘 ・．、二bふ
27
お　 一触■－ ■
出 納 〃 8 8 8 m








蘇 拍 如 ・‾‾i．i ．＿：9． ＿－「用 9＿乏








単　 元　 計　 画
0
45
1　 1　　 2　　 つ　　　 3　　 I　　 4　　 i　　 5 ・
体 ほ ぐしの あそ ぴ
ねらい① ねらい② ．
いろいろなハードルやコースに挑戦して楽しもう。 走りやすいコースを見つけて顔走しよう。
めあて① めあて①
rハードルを置く場所やコースを工夫して楽しもうJ r走りやすいコースを見つけようJ
「コー ス・＝直線コース（40m〉 ・奇数歩になるように（踏みきった足が同じになる）
り」一ドルの数日・4個　 ＿ ・またぎやすいハードルでく自分にあった高さのハードル）
り＼一ドルの種類…川跳び ・コース・＝インター バル5一・6m程度
フープハードル ・ハードルの教・り4個
ミニハードル リ 一ヽドルめ種類…ミニハードル
ゴムハードル ゴムハードル
ハードル（高さ40cm）
●グループごとにオリジナルコースを考えさせ・、いろいろな　 コー
耳に挑戦するように指導する。
’めあて②
！＼一ドル（高さ40cm）
ハードル（高さ50dm）
めあて＠
「気持ちよく走り抜けようJ r友だちと競走しようJ
●気持ちよく走るためにはどうしたらよいだろう。 ・1対1で競走しよう。
・同じ幅にハードルを酎 ナぱいいんじゃないかな。
リ＼一ドルをまたぐように走ればいいんじゃないかな。
・踏み切り足が同じになればいいんじゃないかな。
・1対1の勝敗でグループ対抗をしよう。
●競走の仕方やルールは話し合いで決める。
分 ○学習を振り返り反省し、次時のめあてをもつ。 ○学習を振り返り反省し、次時のめあてを持つ。
結果と考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
・中学年における障害走の感覚づくりには、障害（諺の設定）を工夫し、段階的にリズミカルな走り
の感覚を身につけさせることが必要である。
L中学年においては、ハード／レに対する恐怖心よりも、好奇心や意欲が勝っており、子どもたちはで
きるようになりたいと何度も繰り返し練習していた。
‘青葉かけは3つにしぼった。リズミカルに走り抜け争ために「気持ちよく走り抜けよう」と声かけ
を行った。気持ちよく走り抜けるた桝こは、やはりスピードが必要である。「スピードをつけてJ
r遠くからj　といった言葉かけをさらに加えた。このことで、子どもたちも競走する楽しさを味わ
い、より早くゴールしたいという意欲からハードル走の感覚を身につけることができた。
・3年生段階でもある程度の障害の高さがあった方がより子どもたちの意欲が高まり、個々人のめあ
∵てが設定しやすくなった。
F。成果と課題
（成果）
空中姿勢こかかわる言葉がけ（「足癖るように」・喝＼りあげ定のつま先を反対の手でさわうう」な
ど）よりも踏み切りにかかわる言葉かけ（「振り上げ足を決めよう」「スピードに乗って遠くから踏み切ろ
う」「振り上げ定が同以こなるように踏み切ろう」）呵有効であることが分かった。
伍小6年とM小5年との実践より）
「ふりあげ定を速く下ろそう」という言葉かけは、「スピードにのって遠くから踏み切ろう」という言葉か
けと相倹って有効になる，（M小5年の実践より）
空中姿勢の習得には時間がかがるが」習熟碑い児童には、曙軌などの空中姿勢の指導が有効で
あることが分かってきた。　（M小5年の実践より）
「コール地点を全力で走り抜ける（スピードを落とさず最後まで）」という基本的な言葉かけも有効である。
中学年において「気持ちよく走り抜けよう」という言葉がけがリズミカ最こ走ることを意識す孝のに有効
だった。
の小3年の実践より）
3歩のリズムを意識させるには、「1．・2・3」の言葉かけやインターバル間にコーンを置いたり、白線を引
いたりする場づくりが有効である，（0小6年†E小6年・M小5年の実践より）
恐細山套取り除くには簡易ハードル（タンポールなど）を設置することが有効である
←昨年度のE小3年の尭醇でも確かめられた　　　（0小6年・M小5年・0小3年の実践より）
・技能段鹿に応じた言葉かけと、それに適した練習の場を精選することができた。
（フローチャート【石筆脚】）
1
・指導者や友だらからの「きれいにまたぎ越せているよ」・「00が上手になったよ」などの賞賛の言葉かけ
は、児童自身が自信をもって意欲的に学習に取り組めるようにする上で有効である。（0小6年の実践より）
（吉葉訂
・技藷的上と合わ也卓らに開む・意欲・態監思考・＿判断力を高めていくための言葉かけ・授業づくりを
考えていくこと。
・技能段階こ応じた言葉かけや練習の場をより一層精選しぺフローチャートを改善すること。それをもとに
した子どもの学習カードづくりをすること
・友達の賞賛や励ましの言葉かブが有効であるということからも教え合い活動を取り入れた奏銭を行うこ
と。
・低学年からの系統立てた取り組みが必要であることを広く知らせるb饉脚＼－‾ドルへの恐怖心を
もたせ筑一障害を越えることの楽しさを味馳インター／Uレでのリズミカルな走りを体験させること
餌等坤靭技能向上に文ムー刀こつながる）。
資料　技能段階に応じた言葉かけと練習の場　（今年度の実践より）
「ふりあけ足を決めよう」
完聖だ ！－
?????
（〓????）??????。
????????????
??????????? ー「?????
夏号葺J??????。??????? 」
???? ???????
